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はじめに
　グローバリゼーションの急速な深化にともない、今日世界の多くの大学
において、グローバルな視野と国際的競争力を持った学生の育成が急務と
なっている。いわゆる「グローバル人材」に必須の能力として、卓越した
コミュニケーション能力やチャレンジ精神、異文化理解が挙げられている
（グローバル人材育成推進会議2011）。そのなかでも、特に、国際的共通語
としての英語の重要性が議論されており、折衝・交渉レベルまでの運用能
力を目標として行政や経済界、大学を起点とした継続的な英語向上が謳わ
れている。日本人学生をグローバル人材に育成することに加え、高等教育
政策や大学の取り組みのなかでもう一つ重要視されているのは、海外から
の優秀な留学生の受け入れである。世界的な留学生の移動を概観してみる
と、アメリカやイギリスを中心とした主要な英語圏が、世界の総留学生の
約46％を受け入れており（Graddol 2006）、このような英語圏に存在する
高等教育機関は、世界の著名な大学評価機関による大学ランキング（QS 
World University Rankings、Times Higher Education、上海交通大学に
よるAcademic Ranking of World Universities: ARWUなど）、世界大学ラ
ンキングの上位を独占している。質の高い教育を享受できる場所としての
英語圏高等教育機関の存在は、国際語としての英語の重要性だけでなく、
学術におけるリンガフランカ（共通語）としての圧倒的な優位性を表象し
ているとも言えよう。
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　このような流れの中で、日本を含めた非英語圏の高等教育機関におい
て、英語教授媒介言語とした（English-medium Instruction: EMI）授業
や、英語のみで学位取得を可能とする教育プログラム（English-medium 
Instruction Degree Program: EMIDP）（嶋内2012）が増えてきている。
大学の国際化には、交換留学や研修などを通した教職員・学生の国際的な
交流の深化や国際的なカリキュラムの導入、外国人教員の積極的雇用など
様々な側面が見られるが、その中でも授業で使う教授媒介言語の「英語化」
は、学生にとっても教員にとっても、大学での学びに新たな姿勢を迫るも
のである。日本では、先に挙げたグローバル人材育成に関する教育政策や
企業・社会からの要請を背景に、本稿で論じる横浜市立大学をはじめ、多
くの高等教育機関において、英語で行う授業を積極的に導入しようとする
動きが見られている。政策レベルにおいては、若い世代が「内向き志向」
になっていることを受け、グローバルな舞台で積極的に挑戦し活躍できる
人材の育成を図るため、文部科学省によるグローバル人材育成推進事業が
行われ、その採択大学では、国際通用力の向上のための具体的目標として
「外国語による授業 の実施率（外国語による授業／全授業数）」が挙げら
れている。これらが意味するのは、伝統的に中等教育でも行われてきたよ
うな、語学としての英語教育を主に英語圏からのネイティブ英語教師が英
語を使って指導するものではなく、今まで日本語で行ってきた教養科目や
専門科目等を、英語を教授媒介言語として行うもので、教員・学生の双方
に英語の学術的な運用能力が必要とされている。
　また、大学におけるEMIの導入そのものは、様々な言語学習と内容学習
に関する議論をもたらしている（Doiz他2013）。たとえば、地域的な教育
政策であるエラスムス計画やボローニャプロセスを経た欧州での研究を中
心に、海外の非英語圏では、特にドイツや北欧地域を中心として高等教育
プログラムへの英語の導入が盛んであり、北欧を中心に多くの事例研究が
存在する（Doiz他2013、黄2013など）。日本においても、特に国立大学で
は1995年の短期留学推進制度により、各地の国立大学を中心に設立された
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短期プログラムの成果に関するケーススタディが発表されているほか（恒
松2007、恒吉2007など）、2000年の後半から首都圏や大都市を中心とする
各大学においてEMIによる授業が少しずつ導入されており、各大学・プロ
グラムレベルでのケース・スタディも発表されている（金子他2007、河合
他2012、勅使河原他2008、林部2011など）。これらの論稿はそれぞれ興味
深い一方で、各大学がもつ独自のコンテクストや学生の様相などが多いに
調査に影響していると考えられるため、本稿では横浜市立大学のケース・
スタディとして、市大における教育プログラムや学生の様相を十分に考慮
した考察を行う。
　本稿が扱う議論点は以下の二点である。一点目に、筆者が横浜市立大学
で担当した「多文化交流ゼミ」における取り組みとその課題を、2013年度
前期履修学生へのアンケート調査をもとに明らかにする。二点目に、EMI
による授業を積極的に取り入れている日本の大学でのケース・スタディや、
欧州を中心とする海外先行研究を検討・分析しながら、横浜市立大学独自
のコンテクストを考慮し、今後英語による授業を拡大する過程でどのよう
な問題が浮かび上がってくるのか、何を考慮していかなければならないの
かを整理し、提示する。
１．横浜市立大学における英語（による）教育と「多文化交流ゼミ」履修
学生の英語力
　横浜市立大学（以下、市大）における「多文化交流ゼミ」は、新入生を
主な対象として行われる語学としての英語教育と英語による専門科目のつ
なぎ目の部分に位置づけられる。市大では、プラクティカル・イングリッ
シュ（Practical English、以降PE）という英語教育のカリキュラムを導入
し、全学生の総合的な英語力の養成に努めている。PEの目的は、「大学に
おける知的活動を英語によって行えるレベルのコミュニケーション能力を
身につけ、それぞれの専門分野を学んでいくためのスターディングポイン
トに立つこと 」とされており、国際総合科学部ではPEの単位取得が３年
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時進級の必須要件である。「多文化交流ゼミ」は、TOEFL500点以上ある
いはTOEIC650点以上（PEの合格基準）を取得したか、もしくはPEカリ
キュラムの履修を終えた学生だけが履修できるようになっている授業であ
り、2012年度から開講され、2013年度4月より筆者が担当している。
　市大における共通教養科目群の英語関連科目を、目的別に二つのグ
ループに分けると、一つは英語による語学としての英語能力を伸ばすこ
とを主な目的とした授業で、PE（Practical English）やAPE (Advanced 
Practical English)、English Grammar for Higher Educationなどが相当す
る。これらの授業はすべて英語のネイティブ話者で、TESOLなど英語教
育のプロフェッショナルである外国人教員が担当している。もう一方のグ
ループは、「心理学」や「教育学」といった専門科目を英語で行う授業である。
これらの担当も多くが外国人であるが、筆者の授業を含め、一部日本人教
員による科目を提供している。
　また、市大では、英語教育のなかでも、言語教育と教科教育を統合し、
母語（ここでは日本語）以外の言語を使って教科を学ぶというアプローチ
を取った授業を積極的に導入しようとする動きがある。このようなクラス
は、CLIL（Content and Language Integrated Learning）、内容言語統合
学習またはCBI（Content-based Instruction）と呼ばれ、教科を語学教育
の方法により学ぶことで、効率的学習や深いレベルでの内容を目指し、ま
た英語を学習手段として使用することにより、英語の運用能力の向上をも
たらすと言われ、近年の英語教育の文脈でも注目されている教育方法で
ある。「多文化交流ゼミ」は、日本研究や国際教育といった分野のテーマ
を、英語によるレクチャーののち、学生が英語を使って一定のテーマに基
づいた議論を行う、CLIL（またはCBI）の科目である。日本に関連する幅
広いトピックについて講師によるレクチャーを行ったあとグループ・ディ
スカッションを行うという点で、より学生の英語によるスピーキング能力
やコミュニケーション能力の育成に重点を置いたクラスでもある。そのな
かでも、Comparing Education in the Worldはより比較教育・国際教育学
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の基礎を、ディスカッションを通して学ぶという側面が強く、専門教育の
要素が強い。一方、Japan from Foreigners’Viewでは、英語のネイティ
ブスピーカーの教員とレベル別にクラスを2クラスに分け、Discussion 
Journalと呼ぶエッセイの添削など、アカデミックライティングを含めた
英語力の育成に力を入れたクラスである。「多文化交流ゼミ」はその点でも、
ネイティブ話者による英語による英語の授業と、英語を教授媒介言語とし
た専門科目の授業の間で、連携を果たす役割を担っている。
授業名 Japan from Foreigners’ View Comparing Education in the World
日時 2013年度前期水曜日5限 2013年度前期水曜日4限
履修学生 1年生7名、2年生3名、計9名 1年生1名、2年生10名、計10名
テーマ
多文化交流ゼミ（前期）の概要表1
日本に関連する様々な社会問題を、
英語で書かれた新聞や学術論文な
どをベースに客観的に捉え、自由
に議論する。
教育に関する多様なテーマについ
て、海外と日本の現状や課題を比
較の視点から講義と議論を行う。
シラバス Week1: Class Introduction
Week 2: Gender difference
Week 3: Social Life
Week 4: Business culture
Week 5: Guest Speaker #1
Week 6: Nuclear issue
Week 7: Education
Week 8: Guest Speaker #2
Week 9: Presentation Design
Week 10: History
Week 11: Immigration 
Week 12: Guest Speaker #3
Week 13: Group Presentation
Week 14: Group Presentation
Week 15: Course Wrap-up and Final 
Essay Exam
Week1: Class Introduction
Week 2: Shadow Education
Week 3: Marketization of Higher 
Education
Week 4: Gender and Education
Week 5: Guest Speaker #1
Week 6: Studying Abroad
Week 7: International Student Policy
Week 8: Guest Speaker #2
Week 9: International Education
Week 10: EMI (English as a medium 
of instruction) at Universities
Week 11: Presentation Design
Week 12: Guest Speaker #3
Week 13: Group Presentation
Week 14: Group Presentation
Week 15: Course Wrap-up and Final 
Essay Exam
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　「多文化交流ゼミ」の履修には、PEの修了かTOEFL/TOEICいずれか
の一定点数をクリアしていることが条件になっているが、このような基準
を設けても、履修する学生の英語力には、大きな差異が見られた。Japan 
from Foreigners’Viewのクラスに関しては、 筆者とPEのネイティブス
ピーカーの教員がinformation sheet（英語力アンケート）を実施し、その
情報に従ってクラス分けを行った。学生の海外滞在・留学経験は多岐にわ
たり、１人の留学生を含み、留学経験が１年以上になる学生が数名いる一
方で、旅行以外には海外に行ったことのない学生も複数見られた。この中
で、主に①海外留学経験、②TOEICもしくはTOEFLの点数、③この授
業を履修したいと考えた動機についての短い英文エッセイと、これらの学
生をPEの授業中に担当したことのあるネイティブスピーカーの講師から
のコメントも考慮して、英語力が相対的に高い方の学生をネイティブ講師
が、他方を日本人教員である筆者が担当した 。海外留学経験の有無やそ
の滞在期間に比べ、TOEICやTOEFLのスコアは学生の英語力、特に「多
文化交流ゼミ」の履修に必要なスピーキング能力を図るのは難しいことか
ら、後期の授業からは初回の授業で2人の教員によるインタビューを行っ
てのクラス分けに変更した。
　本稿の調査対象は、今回筆者が担当した前期開講の2科目（「多文化交流
ゼミ」Japan from Foreigners’ViewおよびComparing Education in the 
World）の学生19人（有効回答数17名 ）である。方法として、質問紙調
査は学期末の補講の際に、成績とは無関係のものであることをことわった
評価方法 出 席 20%、授 業 参 加 度 30%、
Discussion Journal 20%、グループ
プレゼンテーション 15%、教場試
験 15%
出席 20%、授業参加度 40%、グルー
ププレゼンテーション 20%、教場
試験 20%
ディスカッション
の方法
3～4 人のグループディスカッショ
ンから、週を重ねるごとに全体ディ
スカッションに移行
3～4 人のグループディスカッショ
ンから、週を重ねるごとに全体ディ
スカッションに移行
ゲストスピ カーー
iii
国籍：アメリカ（女性）、オースト
リア（男性）、韓国（女性）
国籍：オーストラリア（女性）、韓
国（女性）、マレーシア（男性）
（出典）筆者作成
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上で、無記名での授業内提出を依頼し、満足度に関するアンケートをとっ
たほか、自由回答で課題や要望等を聞いた。質問事項は、本稿末に掲載し
ている。また補足として、2013年6月にJapan from Foreigners’Viewの
履修学生4人（全員1年生）にグループインタビューを行った。
　Japan from Foreigners’Viewセミナーのうち、筆者の担当学生（履修者
9名のうち、アンケートの有効回答数7名）およびComparing Education 
in the Worldの履修学生（履修者10名有効回答数10名）のスコアを見ると、
TOEFL(PBT)のスコアを持っている学生が17名中9名、平均は497点で、
TOEICスコアの保持者13人のうち、600点台８名、700点台３名、800点
台が２名、最高点は840点で、TOEICスコアの平均は691点であった。こ
のうち最高得点の学生を除いたすべての学生が、自分の英語力をクラスの
「中間くらい」から「出来ない方」の間で評価している。
　「英語で苦手としていることや今後どのような英語力をのばしたいと考
えているか」を聞いたところ、自由回答欄ではほぼ全員がスピーキングに
関する課題を挙げ、そのなかでも「すぐに自分の意見を口に出すこと」、「準
備していないことを英語で話すこと」を挙げた。インタビューのなかでも、
「英会話ではなく、自分の意見を英語で論理的に伝えることが一番難しい」
という声が聞かれた。「多文化交流ゼミ」では、シラバスで毎回の議論のテー
マを提示し、前週にリーディング課題を配布して宿題としているが、実際
の議題や議論のための質問は授業中に初めて提示するため、学生にとって
は、その場で考えをまとめて英語で話すという練習の場になっている。自
分の思考を英語で論理的に表現することが「多文化交流ゼミ」で最も多く
の時間を割いて行われていることであり、学生の履修目的や到達目標もそ
こに一致している。
　また、「講師によるレクチャー内容をどれくらい理解できましたか？」
という質問に対しては、自らをクラスで英語が「出来ない方」、と考えて
いる学生は60%、自らを英語が「まあまあできる方」とクラスの中でもっ
とも高い自己評価に丸をつけた学生は90%を理解できたとし、クラスの平
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均理解度はおよそ78%であった。
２．「多文化交流ゼミ」の授業の進め方とその効果
　レクチャーとディスカッションの時間のバランスについては、テーマや
学生が課題の英文記事（リーディングマテリアル）をどれくらい読み消化
しているかにもよるが、平均して全体の4割程度をレクチャーに、6割程
度をディスカッションの時間に当てていた。これらの時間配分について、
①講義をもっと充実させてほしい、②ディスカッションの時間をもう少し
長く欲しい、③現在のままのバランスでよい、④その他、という選択肢を
用意したところ、約6割の学生が③の「現在のままのバランスで良い」と
の項目を選択している。一方で、3割は②ディスカッションの時間をもう
少し長く欲しい、を選択しており、「レクチャーでインプットしたことを
アウトプットする時間が欲しい」という意見や、「クラスに参加する人に、
リーディング・マテリアルをきちんと読んでほしかった。ただでさえ話す
ことに時間がかかる授業だったので、discussionの時間を長くするため、
学生の努力が必要だと思った」という意見が見られた。上記にも述べたよ
うに、学生は自らの思考を英語で論理的に述べることに最も大きな課題を
抱えており、その練習を十分に行うことのできる時間を求めている様子が
伺われる。90分という限られた時間の中で、ディスカッションの時間を
なるべく長く持つためには、教員・学生双方の十分な準備が必要とされて
おり、特に学生がどれくらい事前に配布したリーディングを理解し、ある
程度自分の意見をまとめて授業に望んでいるか否かによって、ディスカッ
ションのクオリティが左右されている。
　次に、「多文化交流ゼミ」の中で、新しい知識や考え方が身に付いたか
どうか（コンテンツラーニングの効果）と英語の運用能力が高まったかど
うか（英語力の向上）を聞く設問では、選択肢として、そう思う（5）、ま
あまあそう思う（4）、普通（3）、あまり思わない（2）、全く思わない（1）
の5段階の選択肢を用意し、それぞれの回答を数値化したものを合計し、
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平均点を算出した。
　その結果、殆どの学生が「そう思う」を回答し、レクチャーを通した習
得は4.94、ディスカッションを通した習得では4.72と、非常に高い数値で
新たな知識や考え方の習得を評価している一方で、ディスカッションやレ
クチャーを通して英語の運用能力が高まったか？という設問に対しては、
4.18、4.24となっており、多くの学生が「そう思う」、「まあまあそう思う」
と回答しているものの、コンテンツラーニングに対する評価と比べると相
対的に低い数値に留まっている。
　コンテンツラーニングに対する評価の高さに比べ、英語力の向上に関す
る評価が相対的に低くなっている理由として、一学期のうち週一回（計15
回）という限られた時間が大きな影響を及ぼしているのではないかと予想
質問事項 満足度
パワーポイントによるレクチャーは、ディスカッションの役に立ちましたか？
レクチャーを通して、新しい知識や考え方などが身に付きましたか？
ディスカッションを通して、新しい知識や考え方が身に付きましたか？
レクチャーを通して、英語の運用能力が高まったと思いますか？
ディスカッションを通して、英語の運用能力が高まったと思いますか？
講師によるレクチャーの内容をどれくらい理解していましたか？
4.88
4.94
4.72
4.18
4.24
78.75
（有効回答数17名）
%
「多文化交流ゼミ」に関するアンケート調査結果①表2
英語力の向上で役に立った コンテンツラーニングの点で役に立った
グループ・ディスカッション
講師による講義
全体ディスカッション
グループ・プレゼンテーション
ゲスト・スピーカーセッション
ファイナル・エッセイ
リーディング・マテリアル
29
22
11
6
1
2
3
6
講師による講義
ゲスト・スピーカーセッション
リーディング・マテリアル
ファイナル・エッセイ
グループ・プレゼンテーション
グループ・ディスカッション
全体ディスカッション
39
16
10
9
7
5
4
1
2
3
4
5
6
7
（有効回答数17名）
「多文化交流ゼミ」に関するアンケート調査結果②表3
横浜市立大学における英語による授業『多文化交流ゼミ』 の課題と展望
294
する。先の英語力に関する自己評価にもあったように、多くの学生が自分
の英語力をクラスの中間から下のレベルに位置づけており、自分の英語力
に対する問題意識が高く、現状への満足度が低いことの表われでもあるだ
ろう。
３．「多文化交流ゼミ」の今後の課題と展望
　横浜市立大学における英語（による）教育プログラムは、質的にも量的
にも発展・拡充の途上にあり、学部やプログラム単位でだけでなく、市大
が高等教育機関として全学で取り組んでいくべき課題がある。今後、市大
で英語による教育プログラムをより充実させていく過程で直面することが
予想される課題や、今後の取り組みについて、先行研究で指摘されている
課題や議論をもとに、プログラム、教員、学生（日本人学生・留学生）の
3つの視点から論点をまとめていきたい。
　まずプログラムの視点から考えたときに、英語による授業の質・量双
方の充実は今後の大きな課題となっていくだろう。市大では、先に挙げ
たPractical English（PE）のカリキュラムを通じて、在学生全体の英語
力の底上げを図り、PE合格が3年次進級の必須条件となっていること
から、英語能力の育成に関心の高い大学としての社会的認知や受験生か
らの関心が高まっている。現在、市大で開講されている英語による授業
は、問題提起科目群の「多文化交流ゼミ」（Comparing Education in the 
World、Japan from Foreigners’View、Global Communications）のほか、
Japan Globalization in Comparative Context、Introduction to Psychology、
Topics in Modern Psychopathologyといった基礎科学講義や、Accounting、
Global Cooperation、Sustainable Urban Developmentなど、英語による専
門科目があり、それぞれ前期・後期と夏期集中講座に分かれており、外国
人留学生のための日本語講座をのぞくと、毎学期20科目前後の科目が英語
によって開講されている。しかし、全学的な学生の数や、特に国際総合科
学部に在籍する英語に高い関心を持った学生の知的好奇心を満たし、学び
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の選択肢を広げるためには、より多くの英語による授業を提供し、量的な
充実を図ることが重要であろう。
　また、英語による授業を増やす際には、当然授業としての教育の質をど
う担保していくかが焦点となってくる。そのための教育の質的な課題は多
岐にわたるが、まず第一に、カリキュラムの明確な設定が必要である。市
大ではPEという充実した英語教育カリキュラムを保持しており、英語圏
出身でTESOL等の修士・博士号を持った英語教育専門の教員が教えてい
る。一方で、専門教科を教える教員の数や授業数は決して多くはないため、
PEを終わったあとの継続的な英語の学びをどう行っていくかが課題と
なっている。また、たとえPEを終了したとしても、英語による専門科目
を履修するには、多くの学生にとって困難を伴う。PEの中でもアカデミッ
クライティングやプレゼンテーションスキルを磨く演習などが存在する
が、英語教育と英語を教授媒介言語とした専門科目教育の間には、教育内
容や目的に明らかな違いがある。日本のような非英語圏の高等教育におい
ては、専門科目の授業が英語の授業となってしまう可能性などを秘めてお
り、言語を英語にすることによって、母語で行う時よりも授業で扱う知識
や議論が質的に低下してしまう可能性があることが指摘されている（Doiz
他2013）。英語（語学）とコンテンツ（教育内容）のどちらに重きをおい
た教育を行うかは、非英語圏の高等教育機関におけるEMIが直面する課題
であり、市大においてこれらの教育方針は基本的に教員に一任されている
状況である。
　今後は、語学としての英語教育、特に四技能の習得に力を入れたPE（英
語教育）から、英語教育と内容教育のバランスをとったCLILへ、そして
基本的には内容教育に焦点を当て、あくまでも教授媒介言語として英語を
使って行う専門科目教育、といった明確な履修の筋道を学生に提示し、段
階を踏みながら効率的に学べるよう、英語教育とEMIによる専門教育連携
のためカリキュラムの明確な設定と提示が必要であるだろう。
　筆者が担当している「多文化交流ゼミ」は、上記のプロセスに当てはめ
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るのならばCLILの授業になるが、英語（語学）教育、専門科目教育のど
ちらかに近づけるかには、その時の参加学生の英語力や授業に対する期待
などに左右されている。専門科目教育としてのアカデミックレベルと英語
力育成の双方を維持することを目標にしつつも、授業ごとの明確な指標を
定めることで、学生たちも自らの英語力を考慮した上で計画的かつ効率的
な科目履修が行えるのではないかと考える。
　次に、教員に関する視点から考察すると、英語による授業のためのサポー
ト体制やFD、またインセンティブの付与などに関する課題がある。たと
えば隣国の韓国では、特に有名大学においては大学教員採用の際に英語に
よる授業の可否が問われることが殆どであり、英語で授業を行うことので
きる能力は新世代の大学教員に不可欠となっている。韓国では日本と比べ
て大学教員の留学経験や海外（主に米国）での学位取得率が高いこともそ
の理由にあろう。英語による講義は高等教育における国際的なトレンドで
あるが、日本では英語による講義の出来る教員の育成は大きな課題である。
　また、英語による授業において、どのようなスタイルの教育を取るかは
担当教員の教育的背景が多いに影響している。たとえば授業で使用する教
科書や資料、ディスカッション方法や課題の出し方、教員と学生の関係性
の構築など、日本と英語圏の教育環境は異なっている部分が多い。教員の
経験や考え方によって、授業を英語で行うことで英語圏における教授法や
テキスト等をそのまま輸入するようなスタイルで行うこともあれば、一方
で教授媒介言語だけ英語になり、「注入式」と言われる講義中心の授業や、
文献購読に関する学生への負担が極度に少ないという日本の大学の性格を
残した授業を行うケースも考えられる。
　さらに、非英語話者による英語の授業や、日本人教員と外国人教員の役
割やカリキュラムの中での配置に関しても、戦略的に考察する必要がある
だろう。「多文化交流ゼミ」におけるグループインタビューの中では、ネ
イティブスピーカーでない日本人教員（筆者）によるEMIの授業につい
て、はじめは「ネイティブの先生が良かった」と考えていたという学生も、
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「言いたいことをニュアンスで汲み取って教えてくれるので、日本人の先
生で良かった」と言う声が聞かれた。英語を教えてもらうのであればネイ
ティブの教員がいい、という考えは、日本の学生の間ではかなり支配的な
志向であるように見受けられるが、特に「多文化交流ゼミ」のような英語
教育から専門教育への移行を目指すプログラムのなかで、バイリンガルの
日本人教員が果たす役割は決して少なくないのではないかと考える。市大
では、PEを終え、基本的な英語力が持ちつつもそれらをうまく言葉にで
きず、論理的な方法で伝達が出来ないことにストレスを感じる学生が多く、
彼らと同じような上達のプロセスを通ってきた日本語話者の教員（筆者）
がサポートすることで、納得のできる発言と学生達の自信につながる場面
も多々見られたからである。大藪他（2007）の研究でも、日本人教員が行
う英語の授業に関するアンケートのなかで「日本人の英語はクリアで分か
りやすいという肯定的な意見が多かった」とあるが、日本人教員、ネイティ
ブ教員それぞれのメリットがあり、双方の教員の有効的な組み合わせとカ
リキュラム上の配置を考えていく必要があるだろう。
　最後に、学生を中心にEMIの課題を考察してみたい。横浜市立大学だけ
でなく、どこの大学の学生にも共通する問題でもあるが、学生によって英
語に対するモチベーションが異なっているという課題がある。世界の高等
教育におけるEMIの潮流をテーマとして扱ったComparing Education in 
the Worldの10週目のクラスでは、義務化されたPEの問題点について議
論され、やる気のない学生がクラスにいることで、クラスの雰囲気が悪く
なったり、ディスカッションが進まなかったりといった問題が指摘された。
一方、「多文化交流ゼミ」は一定の英語力を持った学生のみが履修できる
選択科目であり、授業内容への興味関心のみならず、英語で学びディスカッ
ションすることに関してもモチベーションの高い学生が多いため、クラス
の殆どの学生が「学ぶ」という積極的姿勢を持ち、英語力をのばすことへ
の意欲に満ちあふれている。
　金子他（2007）の研究では、日本の大学英語教育において、授業中にディ
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スカッションを指導する際に起こりうる問題として、①ディスカッション
で学生が英語ではなく日本語を使用してしまう、②ディスカッションと称
した、“free conversation”になってしまう、③沈黙が続き、ディスカッショ
ンどころか会話も成立しない、の3点が挙げられている。「多文化交流ゼミ」
では、上記のように学生のモチベーションが平均的に高いことで、①、③
のような問題はほとんど起こらなかったが、ディスカッションがただの自
由な会話にならないかどうかは、前述したようにテーマに関する学生達の
事前準備の程度に左右されていることが分かった。アカデミックなディス
カッションでは、ただ自分の考えを話すのではなく、事前のリーディング
や講義の内容を踏まえた上で、学術的な用語を使用しながら論理的に意見
を述べることで、より高度な発信力を伸ばしていくことができる。この点
について、教員が予習の徹底や授業中の適宜な介入とサポートをすること
が大きな助けになるのではないかと考えられる。
　また、英語の授業を履修することのできる条件について、英語による大
学教育を受けられる目安としてTOEIC750点が挙げられているが（宇田
川2011）、市大ではPE合格の基準はTOEIC650点であり、「多文化交流ゼ
ミ」でもこれらの基準で学生を受け入れているなかで、やはり英語による
ディスカッションには大きな負担を抱える学生が少なくない。TOEICな
どの試験で学生の英語力を完全に把握することは不可能ではあるが、履修
条件および学生の学習目標の一つの基準として有効なことは間違いない。
また、金子他（2007）の研究では、授業中のディスカッションが特に日本
人学生にとって馴染みづらく、学生の側から抵抗感が生まれるため、支持
的雰囲気作りや語彙・用語集の活用などの必要性が指摘されている。本授
業でも、授業におけるディスカッションを最終到達目標とし、ディスカッ
ションに至るまでの授業をディスカッションを中心に据え、議論に必要な
論点・具体的事例・ボキャブラリーなどを提供した上で行う“Programmed 
Discussion”（三浦1992）の指導方法をとった。レクチャーのなかで議論
に必要な視点や、ディスカッションのための批判的視点などをいくつか紹
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介し、さらにキーワードや学術、専門用語等の導入を行い、さらにディス
カッションで有効な話法の指導等も適宜行っている。このように、一つの
授業のなかでインプットとアウトプットを効率的に行う授業方法に関する
研究も、今後重要になってくるのではないかと考える。
　学生に関する視点で、もう一つ忘れてはならないのは、留学生の受け入
れに関する問題である。OECD（2009）にも、「普通の外国人学生にとって、
日本語に関する知識が全くない状態で正規の学位プログラムで学ぶことは
ほとんど不可能である」(OECD 2009: 105)と指摘されているが、今後日本
の大学がより多くの留学生の受け入れ、キャンパスの国際化や学生交流の
推進を図るためには、英語による授業を開講することで、海外からの学生
にとってよりアクセスしやすい環境を作り出すことも非常に有力な戦略と
なるだろう。もし今後留学生を多く受け入れることになれば、留学生と日
本人学生の英語力に差がありすぎる場合にどのように授業を行うか、また、
日本や横浜、そして横浜市立大学という魅力や利点を活かしつつ、留学生
にとってどのような魅力あるコンテンツを提供できるかという問題があ
る。たとえば日本や韓国などの非英語圏において、英語による学位プログ
ラムを提供している他の大学では、国際関係学や国際経済、国際経営、国
際協力などの専門群の他、英語で学ぶことのできる自国の地域研究科目を
提供していることも参考になるだろう。
　現在、「多文化交流ゼミ」で提供しているような、日本の社会問題をテー
マとするなど、日本研究（Japan Studies）の文脈に位置づけられるような
科目を充実させることも一つの戦略になるのではないだろうか。このよう
な文化体験と地域研究が一体化した国際プログラムは、留学生にとって「日
本での留学」を意義付ける上で重要な役割を果たす。また、留学生だけで
なく、海外留学を目指していたり、国際交流に関心のある日本人学生にとっ
ても、日本について英語で論じることの出来る英語力や知識を身につけ、
自分自身の思考を磨いていく場にもなっていくだろう。
　上記のように、今後市大が英語による授業を拡大していくなかで直面す
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る課題は多岐に渡り、学生や教員、大学といった様々な利害関係者の間で
固有の問題が生まれてくることが予想される。市大のみならず、日本をは
じめとする非英語圏の高等教育における英語による授業は、特に東アジア
地域においては歴史の浅いものであり、グローバリゼーションの影響を背
景とした現代的かつ喫緊の課題である。他大学や他国で行われている研究
や教育的取り組みの成果を参考にしつつも、市大独自のコンテクストを考
慮しつつ、大学としての取り組み、教員、学生のそれぞれの視点に合わせ
た議論が必要となってくるだろう。そして、大学が高等教育機関としてもっ
とも重要視すべきことは、学生たちがグローバル化時代を生き抜くための
力を育成することであり、そのための学びの場を提供することであること
を忘れてはならないと考える。
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1.
2.
3.
4.
満足度について教えて下さい。
パワーポイントによるレクチャー部分は、ディスカッションの際に役立ちましたか？
レクチャーを通して、新しい知識や考え方などが身に付きましたか？
ディスカッションを通して、新しい知識や考え方などが身に付きましたか？
レクチャーを通して、英語の運用能力が高まったと思いますか？
ディスカッションを通して、英語の運用能力が高まったと思いますか？
自らの英語力についてどう思いますか？クラスの中でどのくらいの位置にいるか、自己評価して下さい。
そう思う
そう思う
そう思う
そう思う
そう思う
出来る方
5
5
5
5
5
5
まあまあそう思う
まあまあそう思う
まあまあそう思う
まあまあそう思う
まあまあそう思う
→→→→→→
4
4
4
4
4
4
普通
普通
普通
普通
普通
中間くらい
3
3
3
3
3
3
あまり思わない
あまり思わない
あまり思わない
あまり思わない
あまり思わない
→→→→→→
2
2
2
2
2
2
全く思わない
全く思わない
全く思わない
全く思わない
全く思わない
出来ない方
1
1
1
1
1
1
現在の英語力を教えて下さい。（TOEFL／TOEICのスコア、英検等の資格など）
2週間以上の海外留学経験はありますか？（あれば国と時期、期間、目的を教えて下さい）
英語で苦手はことはなんですか？また今、どのような英語力をのばしたいと考えていますか？
多文化交流ゼミを履修する前に、この授業に期待していたことを教えて下さい。
横浜市立大学　多文化交流ゼミ　授業改善アンケート
授業に関するアンケート調査表1
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ゲストスピーカーに関しては、筆者のネットワークを通じて各クラス 3 人ず
つ招聘した。例として、Comparing Education in the world のクラスでは、オ
ーストラリア出身、日本で博士課程に在籍する女性（発表テーマ「Shadow 
Education」）韓国出身で米国の大学で修士号を取得、現在中国で博士課程在籍
している女性（発表テーマ「International Education」）、またマレーシア出身
で日本の大学で学士号取得後、日本企業勤務に勤務している男性（発表テーマ
「Multilingual Education」）に来てもらった。全員年齢は 20 代であり、学生と
それほど年齢差がなかったせいか、授業中のディスカッションでは活発な議論
と質疑応答が行われ、授業終了後も多くの学生が残り、ゲストとの会話を楽し
んでいた。
クラス分けに関しては、学生からの不満やクラス替えの要請もなかったが、筆
者担当のクラスにいた１人の学生が初回の授業で明らかに他の学生よりも話せ
ると感じたため、ネイティブスピーカーの先生のクラスに移動を行った。
「多文化交流ゼミ」には聴講生が 2-3 人ずつ参加していたが、これらの聴講生と
履修者のうち 2 人は補講に出席できなかったため、アンケート調査は 17 人の
履修者のみで行っている。
レクチャーにおいては、パワーポイントのプレゼンテーションスライドを用意
し、それを見せながらレクチャーを行い、出力したものを授業後に配布した。
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